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果を含む二つの部分か ら成 り立ち,それらの部分のギールからバルク ･プラズ





























Veffrk,a,･ zl,Zま) - Ⅴ(汰,zl～ Z2)
























スラブ中に束縛されている電子が作る素励 起 (簡 単 を微視的守論)
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で与えられ･さら灯 11 言丁一寸 En′~- -Enレ W に関して2次以上のオ2m
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ここで no(Z,はno(I,-孟 fdk沖 .,pn(zl,9'Eko一度 +En1,
であり,自由電子 (相互作用をしていない電子)の密度を表わす｡
(2･4′ ) 式を (2･1)式に代入し,部分債分を実行すれば,/高周波数近似
において Veffは次式で与えられる0
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0≦ zl≦d, d･く zlに対してそれぞれ単なる代数方程式と浸るo ここでは,
Veff(汰,W,zl,i,)が潤す方程式を以後重要となる 0≦ zl≦ dの範囲VC･
ついてのみ賓 くと,








とな る o ここで αpはプラズマの励起 エネルギーを表わすo
(2･6)式において,zlをそれぞれ 0･d と置 くことによりVeff(kA,1這,0,
Z2),Veff(汰,叫 d,Z･2)が求められ･それらの解を再び (2･占)式に代入すれ
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ンシャルで,その極はバルクプラ′ズマの励起エネルギー (wp) を与える. 栄
2項,第 5項は共に境界が存在することか ら生じる項であり,その Z依存性か
らそれぞれ表面に局在している素励起による付加ポテンシャルを表わしている
ことが分かる｡ 特に第 5項は両表面間の相互干渉により出て くる付加ポテンシ


















5-史 を ∑ l<fIH, Ii> l2 8(Ef -Ei) (5･1)V f
となるoここで li>, lfク はそれぞれ全系の始状態及び終状態を･Ei,Ef
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k2 k′2 k2 ･恕′2
1㌢ 1----LT-一一一とす れ ば , Q,は O--I---1=三-
2m'2m 2m 2m+ ieで与えられるo 又甲i(I),
pf(I)はそれぞれ電子の入射波及び散乱波･q｣は表面に垂直夜方向の波数ベ
ク トノY,kはそれに平行を波数ベクトル, fe は散乱波の終状態に関する和,
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Aは (Ⅹ一y)平面VLお斬 る規格化の面潰,そして ‡m は虚数部を取ることをそ
れぞれ表わす ｡
p(k,α,Z,Z′)は基底状態における2体グ リーン関数 P(1,1′)ニ
ー よくT㊥(Ⅹ,t)'hl(xJ,o))>を時間と(Ⅹ-y)方向に関してフL-.)ェ変換 した もので




(A･6)式を (5･2)式かこ代入し･Veffとして (2･7)式の k虐コか1とした











































































いる場合にも用いることが出来る｡ ただその場合注意すべ きなのは,入射波 と
して も外向波,散乱波としては内向波を用い夜 くてほならないとしへうことであ
る (DistortedBorn近似)0
いま簡単夜考察 として,入射電子が結晶場 との強tvl相互作用によって,こ く
表面か ら反射される場合 (低速電子線)を考え.てみる｡ その場合,不確定性関
係より (5･5)式における qlL,qlはある広が 針を持つ ように浸 る ｡ その結果･
非常に大ぎっばを計算ではあ招 ミ, (5･5)式中の e-Lqid祭る項か ら qlが決
ま ら- と仮定して ql について積分を行牽うと,e-kd･に比例する項が生ずるo




















同様に (2.1)式をマト1)ックスに関す る方程式 と考えると次のよう庭変形
出来 る｡ ､
(卜VPo)-1--veHr 1 (A.5)
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